
伴侶動物と畜産動物の架け橋に
　　　　　　　　　　

新潟動物ネットワーク（NDN）は、
犬猫の里親探しを軸にした動物愛
護団体ですが、伴侶動物から畜産
動物へと活動を広げてきました。
誰でも安心して、この「難しい」テー
マに関わることができる、という
メッセージをお送りします。 

私が動物愛護活動を始めたきっかけ
は、今から 30 年ほど前に東京の地球
生物会議（ALIVE）という動物保護
団体が作った、「動物園の動物は幸せ
なの？」という１枚のチラシです。そ
れまで動物の立場になって考えたこと
がなかったので、大きな気づきをもら
いました。 
「犬抑留所」に足を運ぶようになり、
多くの犬や猫が殺処分されていること
に衝撃を受けました。当時、新潟県で
は年間１万ほどの犬や猫が収容され、

その多くが殺処分されていたのです。 
　一人ひとりができること、やりたい
ことを実現する場として、2001 年にＮ
ＤＮを立ち上げました。問題は山積み
で、気は焦るものの何をしたら良いの
かさっぱりわかりません。１匹の命を
救うこともできず、最初は保健所に古
毛布を届けることから始めました。冷
暖房設備のない施設では、寒さが理由
で亡くなる犬や猫もいたのです。 
　たとえ殺処分される命でも、少しで
も不安なく過ごして欲しい。活動の始
まりは、ささやかな動物福祉でした。 
　収容される動物たちを見ているうち
に、社会の問題が見えてきました。 
　犬や猫の里親探しをする中で、野良
猫の繁殖制限への理解が進んでいない
ために、多くの子猫が生まれているこ
とを知り、会で助成金制度を作って手
術費用の補助を始めました。
 　そのうち、子どもたちへの教育が
大切だと気づき、学校訪問をスター
ト。不幸な過去を持つ犬や猫を連れて
行き、どうしたら良いかを考えてもら
います。中越地震や東日本大震災では、
ペット防災にも取り組みました。徐々
に社会は変化し、社会の一員として保
護犬や保護猫を迎える気風が醸成され
ていきました。

私たちが創った「猫の手募金」のきっかけに
なった多頭飼育の現場（2007年、新潟市内）

「新潟動物ネットワーク（NDN）」代表 　岡田 朋子 　長く活動するうちに、少しずつ、私
の中に「ペットだけが大切なの？」と、
モヤモヤする気持ちが膨らみ、そんな
時に、ある本をプレゼントされました。
タイトルは「仕切られた動物観を超え
て」。実験動物、展示動物、畜産動物、
伴侶動物、野生動物の各分野で活躍す
る方のシンポジウムをまとめたもの
で、どれも暮らしに深く関わり、区別
しているのは人間自身だという気づき
になりました。 
　活動の幅を広げるために、2021年
に会の中に「アニマルウェルフェア班」

を立ち上げます。移動ふれあい動物園
への問題提起や、動物展示施設のボラ
ンティア、アニマルウェルフェアに配
慮した畜産農家を見学したり、屠畜に
関する仕組みを学んだり……。そのう
ち、いろいろなことが見えてきました。
さっぽろ自由学校「遊」のオンライン
講座に参加するようになったのもこの
頃です。 
　犬猫と違い、畜産動物は１頭の命を
救うことでは問題は解決しません。で

は、何ができるのでしょうか。学ぶう
ちに、まず私自身に変化がありました。
肉や魚をどれくらい摂るのか、摂らな
いのか？ 適正な価格とは何か？ 卵１
個 70 円が本当に高いのか……。
　食の楽しみ方も変わりました。でき
るだけ動物たちの犠牲が少なく、環境
に負荷をかけないことが豊かな食生活
だと考えるようになったのです。 
　地球温暖化と食の問題や、地球の反
対側で起きていることが、目の前の食
につながることもわかってきました。
未来への責任の中で自分の食をどう考
えるか。これは、苦しみではなく、大
いなる楽しみです。
　学校訪問活動では新しいプログラム
を作りました。子どもにもわかりやす



く学べるリーフレットも作成。かわい
らしいイラストで「５つの自由」を描
き、犬や猫と牛や鶏が手を繋ぎ、私た
ちのまわりにはたくさんの命があり、
支えられていることを伝えようと思い
ました。 
　アニマルウェルフェアに配慮された
畜産品を揃えたスターターセットの販
売も行ない、大きな評判となりました。
日頃から動物愛護に関心が深い方は、
きっかけさえあれば大きな理解者にな
ります。
　「持続可能な社会」という大きな課
題に向き合うために、エシカル（倫理
的）消費やオーガニック（有機）、ア

ニマルウェルフェアといったキーワー
ドに配慮した商品を扱うマルシェも開
催しています。犬や猫のかわいらしい
商品のすぐ隣には平飼いの卵が売られ
ています。どちらも同じ命であること
の気づきになれば、と願っています。

NDNが作成したアニマルウェルフェアのリーフレットよりNDNが作成したアニマルウェルフェアのリーフレットより

では、ブリーダー（繁殖業者）の飼養
管理にもさまざまな数値規制が盛り込
まれました。
　法律の対象になっている畜産動物に
対しても、「愛する気持ち」が根底に
あるからこそ、動物福祉の必要性を論
じることができるでしょう。そうでな
ければ、単なる「科学」で終わってし
まいます。 
　私たちは、もっと気軽に、当事者と
して、「食としての命」に向き合うこ
とができると思います。そのためには、
目の前の一歩から。自分自身ができる
ことを、是非、始めてみてはいかがで
しょうか。   

　アニマルウェルフェアを学ぶ際、よ
く耳にするのは、動物愛護と動物福祉
の違いです。しかし、ＮＤＮの活動を
していると、行き着くところは同じよ
うに感じます。 
　動物愛護活動では、かわいそうな命、
不幸な命を減らしたいという「殺処分
ゼロ」に向けての取り組みがあります。
しかし、実際にはそれが全てではあり
ません。野良猫や多頭飼育崩壊など、
生きていても福祉が守られていない問
題に活動はシフトしつつあります。「動
物愛護管理法」の改正（2021 年施行）

変化する日本の食肉供給量 50年間で９倍に増加

※新潟動物ネットワーク（事務局： 新潟市東区北葉町 13-4）　
☎ TEL：090-2844-4881（10 時～ 17時）　   http://ndn2001.com/
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